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研究成果の概要（和文）：中心性漿液性脈絡網膜症(CSC)の漿液性剥離消失後に OCT で観察さ

れる視細胞外節消失領域内の視物質密度と網膜感度を検討した。視細胞外節が消失した領域内

では視物質密度の低下、網膜感度の低下、視細胞応答の低下が見られた。 

研究成果の概要（英文）：We studied the distribution of optical density and sensitivity of the 

retina in the eyes with central serous chorioretinopathy after resolution of serous retinal 

detachment. Optical density and the sensitivity of the retina decreased in the area where 

the photoreceptor cell disappeared by the observation using optical coherence tomography. 
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１．研究開始当初の背景 

中心性漿液性脈絡網膜症(CSC)では漿液性網
膜剥離を発症するが、自然経過や網膜レーザ
ー凝固により漿液性網膜剥離は消失する。光
干渉断層計(OCT)による観察では、この時期
には視細胞外節が消失しているように見え
る。視細胞外節障害が予想されにもかかわら
ず、視力低下はないかまたは極めて軽微であ
る。この時期に視細胞がどの様な応答をして
いるかは彰らかではない。 

２．研究の目的 

CSC における漿液性網膜剥離復位後の視細

胞外節障害時の各種刺激に対する視細胞応
答を観察する。 

３．研究の方法 

当講座で開発した眼底自発蛍光を用いて視
物質密度分布を観察する AFDを用いて視細胞
外節の障害の程度を評価する。眼底微小視野
計(MP-1)、多局所 ERGを用いて同部位の網膜
の反応を記録し比較検討する。 
４．研究成果 
CSC の漿液性網膜剥離が消失した後に見られ
る視細胞外節消失時期には、罹患した領域の
視物質密度が低下していた。同部位では網膜
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感度網膜電位の低下が見られた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
(Am J Ophthalmol 2011;151:940-952 e941) 
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